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本セミナーの資料について

• 本セミナーで使用している資料は、インターネッ
ト等で公開されている情報を基にして、弊社で独
自に作成したものです。

本セミナーにあたり、改めて現地役所等に確認を

取ったものではありません。

• 資料中に出てくる文章等は、セミナー用に弊社で
仮訳を行ったものです。正式な文章はあくまでも
ベトナム語で記載されたものになります。

正式にはベトナム語の原本をご参照下さい。



今回の内容

1. KANKYO ENVIRONMENT SOLUTIONS
の紹介

2. 一般環境として感じる問題

3. 環境保護法の改正について

• 廃棄物

• 環境モニタリング

• 環境影響評価

• 環境許可（環境ライセンス）

• 今後の動きについて

4. QCVNとTCVN
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お困りではないですか︖
・排⽔の分析値が⾼くなってきているが、原因がわからない。
・分析したいものがあるが、どこに依頼すれば・・・
・⼯場に必要なモニタリングは何があるの︖
・こんな調査、分析は出来るのかな︖ 等

KES（KANKYO ENVIRONMENT SOLUTIONS）のご紹介

KESが解決致します︕

・現場、分析の経験豊かな⽇本⼈スタッフ常駐。
・親会社（ECC）のサポート体制。
・⽇本品質で調査・分析管理。

◆◆会社概要◆◆
○設立 2018年8月27⽇
○役員 会⻑ 浜島直⼈（非常勤）（ECC取締役）

社⻑ HOANG THI TRA
副社⻑ 熊⽥貴充（ECCベトナム連携室⻑）

○出資比率 環境管理センター 51％
DAI DONG ENVIRONMENT SOLUTIONS CO.,LTD. 49％

○所在地 ベトナム国フンイエン省 URENCO11敷地内

◆◆事業登録・認定◆◆
○環境モニタリング: VIMCERTS 249号
○作業環境測定：1116/TB-SYT号
○試験運用登録証：3123/TĐC – HCHQ号（登録番号418 / TN-TDC）
○環境関連コンサルティング
○ISO/IEC17025:2017認定試験所：VILAS 1237号

◆◆業務内容◆◆
○⼯場・事業場の環境モニタリング
○作業環境測定
○公共用⽔域調査
○環境コンサルティング
○各種Lab分析

◆◆導⼊機材◆◆
○ガスクロマトグラフ
○原⼦吸光光度計
○紫外可視吸光光度計
○⽔銀計
○蒸留

○pH計
○DO計
○ラフトチャンバー
○菌類用試験室
○電気炉 他



一般環境として感じる問題

•廃棄物（ごみ）

分別、不法（？）投棄

•大気環境の改善

工場からの排出ガス、交通によるもの、野焼き

•水質の改善（公共用水域、下水など）

生活排水、工場からの排水



環境保護法（改正）施行時期

•環境保護法(改正)は

2022年 1 月 1 日から施行

•ただし、予備的な環境影響評価については

2021年 2 月 1 日から施行

※天然資源環境省 水資源局HPより



改正のポイント～ 廃棄物関連

•廃棄物管理要件の増加

•プラスチックについての記載が大幅に増加

•環境監査の追加

•日常生活廃棄物について分類

•日常生活廃棄物の料金

•産業廃棄物の分類



•自動及び継続的な監視

•連続監視装置の設置対象について規定

改正のポイント～
環境モニタリング関連



•プロジェクトの分類を規定

•予備的な環境影響評価が追加

•特定のプロジェクトについて、環境保護措置の実施
方法を規定

•諮問対象を規定

•実施組織の要件を規定

•審査機関の明記

•プロジェクト変更の「変更」とする基準について

改正のポイント～
環境影響評価関連



•今までの環境関連許可7種類を1つに統合

・環境保護工事の完了証明

・水源への廃水排出許可

・灌漑施設への廃水排出許可

・原材料としてのスクラップ輸入

・有害廃棄物処理

・有害廃棄物所有者登録

・工業排ガス排出許可

※天然資源環境省 水資源局HPより

⇒基本的には法律発効後、36ヶ月以内に取得

改正のポイント～環境ライセンス



今後の動き

•環境関連規制の強化、検討

排水、排出ガス、土壌、化学物質・・・

⇒排水については韓国の法令を参考に検討中と
の報道あり。現在のベトナム産業排水基準では33
項目が規制されているが、66項目に増加か？

・改正環境保護法の中では、詳細について「天然資
源環境省（MONRE）などが別途定める」となって
いる部分があり、ハッキリしていない部分も多い。



QCVNとTCVN

• QCVN（国家技術基準）

管理要件や技術基準など

⇒環境関連では、基準が主

・TCVN（国家規格）

日本でのJISのような規格

⇒環境関連では、分析方法など

• この他に各国家機関から発行される政令やその下
位のもので定められているものもある



QCVNとTCVN（QCVN 40一部抜粋）



QCVNとTCVN（QCVN 40一部抜粋）
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ご清聴ありがとうございました。

KANKYO ENVIRONMENT SOLUTIONS CO., LTD

所在地：Dai Tu – Dai Dong – Van Lam – Hung Yen – Viet Nam

TEL：(+84)-221-39-000-89 Fax：(+84)-221-39-000-87

担当者

熊田貴充（Kumata Takamitsu）

携帯： +84 968 329 400 
+81 90 2633 8317

Mail：tkumata@kankyo-kanri.co.jp

(株)環境管理センターにて調査部門に10年、分析部門に10年従事。
調査部門では、排⽔、臭気、騒音・振動、排ガスなど環境調査全般の現場を経験。
分析部門では有機項目、生活項目、金属項目の分析を担当した後、グループリーダーを経て、
分析部門（技術センター）の副センター⻑を務める。
2017年、国際企画部・KES連携室⻑として2017年にベトナムに着任。KES立ち上げから参画。


